
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
専
門
展
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
（
Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０

２
４
）
」
が
７
月
４
日
㈭
〜
６
日
㈯
の
３
日
間
、
愛
知
県
常
滑
市
の
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｋ
ｙ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
愛
知
県
国

際
展
示
場
）
で
開
催
さ
れ
る
。
２
４
４
社
・
団
体
が
１
３
２
０
小
間
に
出
展
予
定
（
５
月
２０
日
現
在
）
。
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
や
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
展
示
会
と
し
て
は
西
暦
奇
数
年
に
東
京
で
開
か
れ
る
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
（
ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
に

次
ぐ
国
内
２
番
目
の
規
模
で
、
初
開
催
と
な
っ
た
前
回
展
（
Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
２
）
に
比
べ
出
展
者
数
お
よ
び
小
間
数
が

２
割
以
上
増
加
し
た
。
現
在
、
登
録
す
る
と
入
場
料
金
（
通
常
１
０
０
０
円
）
が
無
料
に
な
る
「
事
前
来
場
登
録
」
を

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https

�//robot-technology.jp

）
で
受
け
付
け
て
い
る
。

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４
は
、
製

造
業
や
物
流
な
ど
の
産
業
集

積
地
「
中
部
」
で
開
催
さ
れ

る
、
国
内
最
大
級
の
Ｂ
ｔ
ｏ

Ｂ
展
示
会
。
出
展
対
象
を
製

造
現
場
や
物
流
拠
点
で
使
用

さ
れ
る
「
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
」
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を

組
み
込
ん
だ
装
置
・
機
器
、

Ａ
Ｇ
Ｖ
な
ど
の
無
人
搬
送
を

利
用
し
た
「
自
動
化
シ
ス
テ

ム
」
に
特
化
し
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。
※
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
は
対
象
外
。

人
手
不
足
の
生
産
現
場
で

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
い
、

自
社
に
最
適
な
シ
ス
テ
ム
イ

ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｉ
ｅ

ｒ
）
を
見
つ
け
た
い
、
生
産

の
品
質
を
安
定
さ
せ
た
い
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
活
用

方
法
を
知
り
た
い
�
と
い
っ

た
生
産
現
場
・
物
流
拠
点
の

自
動
化
、
省
人
化
に
関
す
る

課
題
を
出
展
者
と
来
場
者
が

一
緒
に
解
決
す
る
展
示
会
を

目
指
す
。

主
催
は
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
社
（
社
長
�
樋
口
八

郎
氏
、
本
社
�
名
古
屋
市
千

種
区
）
、
共
催
が
愛
知
県
機

械
工
具
商
業
協
同
組
合
（
理

事
長
�
水
谷
隆
彦
氏
・
ミ
ズ

タ
ニ
機
販
社
長
）
。

同
展
に
は
、
大
手
ロ
ボ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、

ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
や
セ
ン
サ

ー
な
ど
の
周
辺
機
器
、
無
人

搬
送
車
（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）
、
計
測

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
自
動
化
に

関
わ
る
幅
広
い
分
野
の
企
業

が
出
展
す
る
。

ま
た
、
工
作
機
械
な
ど
の

大
手
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
も

多
数
出
展
し
て
お
り
、
産
業

機
械
や
機
器
と
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
が
連
携
し
た
実
用
的
な

自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
展
示
も

注
目
さ
れ
る
。
中
部
地
区
で

特
に
盛
ん
な
金
属
加
工
分
野

向
け
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を

具
体
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
近
年
急
速
に
自

動
化
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
、

物
流
や
食
品
、
包
装
な
ど
の

業
種
に
向
け
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

展
示
す
る
企
業
も
多
数
出
展

す
る
。

会
場
に
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
本
体
や
そ
の
周
辺
機
器
の

展
示
ゾ
ー
ン
に
加
え
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
現
場
へ
の
設
置
や
シ

ス
テ
ム
構
築
を
担
う
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
が
集

ま
る
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
ゾ
ー
ン
」

を
用
意
。
こ
こ
で
は
実
践
的

で
現
場
の
用
途
に
近
い
「
ロ

ボ
ッ
ト
の
使
い
方
」
の
展
示

が
見
込
ま
れ
、
よ
り
具
体
的

に
導
入
方
法
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
場
を
提
供
す
る
。

今
回
展
示
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
数
は
３
９
５
点
。
今
展

で
初
公
開
さ
れ
る
製
品
１
７

６
点
を
含
め
、
１
年
以
内
に

発
表
さ
れ
た
新
製
品
３
６
６

点
が
展
示
さ
れ
る
予
定
。
出

展
者
数
２
４
４
社
・
団
体
の

う
ち
、
６５
社
・
団
体
が
Ｓ
Ｉ

ｅ
ｒ
企
業
と
な
っ
て
い
る

（
い
ず
れ
も
５
月
２０
日
現

在
）
。

会
期
を
通
じ
て
会
場
内
で

実
施
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
大
手
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ

ー
や
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
、
大
手
ユ
ー

ザ
ー
な
ど
幅
広
い
業
種
や
立

場
か
ら
講
師
を
招
き
、
ロ
ボ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
描
く
現
場

の
将
来
像
や
、
厳
し
い
条
件

で
自
動
化
に
取
り
組
む
ユ
ー

ザ
ー
の
事
例
な
ど
の
講
演
が

行
わ
れ
る
（
３
面
参
照
）
。

主
催
者
企
画
展
示
は
、
前

回
展
に
続
い
て
「
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
体
験
ゾ
ー
ン
」
を
設

け
、
人
と
同
じ
空
間
で
稼
働

で
き
る
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
の

ゲ
ー
ム
形
式
の
対
戦
や
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
動
作
を
指
示
す
る

教
示
作
業
の

体
験
な
ど
を

通
じ
て
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
魅
力
と

理
解
を
深
め

て
も
ら
う
展

示
内
容
（
２

面
参
照
）
。

そ
の
他
、
出

展
者
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
連
日

予
定
さ
れ
て

い
る
。

会
期
中
に
は
、
地
元
の
常

滑
市
の
小
学
生
や
、
愛
知
県

が
主
導
す
る
「
高
校
生
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
競
技
会
（
Ｓ
Ｉ
リ

ー
グ
）
」
に
参
加
す
る
県
内

外
の
高
校
生
が
団
体
で
見
学

に
訪
れ
る
予
定
も
あ
り
、
学

生
の
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
に
も
貢
献
す

る
。先

日
開
か
れ
た
記
者
会
見

で
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

社
の
樋
口
社
長
は
「
１
回
目

の
Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
２
が
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
き
、
そ
の

成
果
が
今
回
の
出
展
者
数
増

加
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
は
調
整
局
面

が
続
い
て
い
る
が
、
今
年
の

秋
以
降
、
半
導
体
関
連
を
軸

と
し
た
設
備
投
資
が
活
況
に

な
る
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
か

ら
上
昇
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
７
月
の
Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２

４
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
、
設

備
投
資
や
企
業
活
動
が
活
発

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
展
示
会
へ
の
期
待
を

語
っ
た
。
来
場
者
数
は
前
回

展
の
４
万
１
８
８
０
人
を
上

回
る
、
４
万
５
０
０
０
人
を

目
標
と
し
て
い
る
。

特 集
１～７面
特 集
１～７面

今
年
度
最
大
級
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
専
門
展
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Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
Ｓ
ｋ
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Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
で
開
催

開
催
規
模
は
前
回
展
を
上
回
る

出
展
者
数
２４４
社・団
体
、１３２０
小
間

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
例
が
見
ら
れ
る

４万人を超える来場者で賑わった前回展（RTJ２０２２）

「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
ゾ
ー
ン
」に
６５
社
出
展

前回展の会場風景
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ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｒ
Ｔ
Ｊ
）

２
０
２
４
は
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
や
自
動
化
シ
ス
テ
ム

の
専
門
展
で
、
愛
知
県
常

滑
市
の
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ

ｋ
ｙ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
愛
知

県
国
際
展
示
場
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
２
回
目
を
迎

え
る
今
回
展
は
２
４
４
社

・
団
体
、
１
３
２
０
小
間

と
、
初
開
催
と
な
っ
た
２

０
２
２
年
展
を
上
回
る
規

模
で
開
催
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
ご
出
展
者
、
ご
関
係

者
各
位
の
ご
支
援
の
た
ま

も
の
と
、
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｒ
Ｔ
Ｊ
で
は
、
出
展
の

対
象
を
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

や
周
辺
機
器
、
無
人
搬
送

車
や
自
律
走
行
型
搬
送
ロ

ボ
ッ
ト
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
組

み
込
ま
れ
た
各
種
機
械
・

設
備
な
ど
に
特
化
し
て
い

ま
す
。
製
造
業
が
集
積
す

る
中
部
地
域
と
の
相
性
が

良
く
、
会
場
で
は
製
造
や

物
流
の
現
場
で
役
立
つ
新

製
品
や
新
技
術
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ア

イ
デ
ア
は
現
場
だ
け
で
は

生
ま
れ
な
い
」
で
す
。
出

展
者
と
来
場
者
が
共
に
新

た
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

せ
る
環
境
を
目
指
し
ま
し

た
。
主
催
者
企
画
セ
ミ
ナ

ー
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
体

験
ゾ
ー
ン
、
出
展
者
各
社

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
下
半
期
の
需
要

獲
得
に
向
け
た
起
爆
剤
と

し
て
今
回
展
を
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

各
種
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
ゾ
ー
ン
。

安
全
性
や
扱
い
や
す
さ
な
ど

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

導
入
検
討
中
の
来
場
者
や
新

し
い
導
入
の
形
を
模
索
す
る

人
へ
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す

る
。【

内
容
】

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
ゲ
ー

ム
対
戦
や
教
示
作
業
な
ど
、

８
つ
の
体
験
（
写
真
）

【
開
催
場
所
】
会
場
内
Ｅ

ホ
ー
ル
内

【
開
催
時
間
】
開
催
終
了

時
刻
の
３０
分
前
ま
で
入
場
可

能
（
７
月
６
日
㈯
の
み
１５
時

３０
分
最
終
受
け
付
け
）

【
協
力
】
中
部
地
域
Ｓ
Ｉ

ｅ
ｒ
連
携
会
、
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
協
会
、
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ニ
ア
支
援
機
構

【
参
加
料
金
】
無
料

※
予
約
不
要
。
た
だ
し
、

主
催
者
都
合
に
よ
り
受
け
付

け
を
見
合
わ
せ
る
場
合
あ

り
。※

７
月
５
日
㈮
１０
時
〜
１２

時
は
地
元
小
学
生
に
よ
る
見

学
会
を
予
定
し
て
い
る
た
め

体
験
ゾ
ー
ン
へ
の
入
場
は
不

可
。

こ
の
た
び
、
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
や
自
動
化
シ
ス
テ

ム
の
専
門
展
、
ロ
ボ
ッ
ト

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｒ
Ｔ
Ｊ
）
２
０
２
４
が

Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｋ
ｙ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
愛
知
県
国
際

展
示
場
）
で
盛
大
に
開
催

で
き
ま
す
こ
と
、
共
催
者

と
し
て
大
変
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て
出

展
者
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ア
イ
デ
ア
は
現
場
だ

け
で
は
生
ま
れ
な
い
」
と

銘
打
っ
て
開
か
れ
る
本
展

は
、
２
年
前
の
初
回
展
を

大
き
く
上
回
る
２
４
４
社

・
団
体
、
１
３
２
０
小
間

の
開
催
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
メ

ー
カ
ー
や
シ
ス
テ
ム
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
ー
（
Ｓ
Ｉ
ｅ

ｒ
、
エ
ス
ア
イ
ア
ー
）
、

商
社
な
ど
の
出
展
者
各
社

が
展
示
す
る
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
は
、
必
ず
や
来
場
者

の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿

え
る
も
の
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

を
新
た
に
ご
検
討
さ
れ
る

企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
生
産

現
場
の
自
動
化
で
お
困
り

の
方
々
に
も
役
に
立
つ
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
手
不
足
の
時
代
に
お
い

て
、
生
産
現
場
が
ど
う
自

動
化
さ
れ
る
の
か
を
間
近

で
見
ら
れ
る
機
会
と
し

て
、
ど
う
ぞ
本
展
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

本
展
を
通
じ
、
来
場
者

の
皆
さ
ま
と
出
展
者
の
皆

さ
ま
の
素
晴
ら
し
い
出
会

い
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
開
催
に
あ
た
っ
て

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
開
催
に
あ
た
っ
て

主
催
者
ご
挨
拶

ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社

代
表
取
締
役

社

長

樋
口
八
郎

共
催
者
ご
挨
拶

愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合

理
事
長

水
谷
隆
彦

主
催
者
企
画
展
示

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
体
験
ゾ
ー
ン

⑤
ロ
ボ
ッ
ト
射
的
対
決

⑦
双
腕
ロ
ボ
ッ
ト
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム

①
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

②
ロ
ボ
ッ
ト
実
習
体
験
装
置

③
Ｍ
Ｒ（
複
合
現
実
）体
験

④
フ
リ
ス
ビ
ー
的
当
て
競
争

⑥
３
Ｄ
ス
イ
ス
イ
ボ
ー
ド

⑧
習
字
ロ
ボ
ッ
ト

（２）令和６年６月１６日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８９０号



【
概
要
】

●
７
月
４
日
㈭

基
調
講
演
「
ロ
ボ
ッ
ト
が

現
場
を
変
え
る
」

講
演
①
１３
時
〜
１４
時

▽
「
安
川
電
機
が
考
え
る
未

来
工
場
〜
進
化
す
る
姿
〜
」

▽
登
壇
者
�
岡
久
学
氏
（
安

川
電
機
上
席
執
行
役
員
中
国

統
括
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
長
）

講
演
②
１４
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分
▽
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
次

第
で
自
動
化
設
備
能
力
が
数

倍
変
わ
る
時
代
到
来

知
能

統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

実
現
し
た
次
世
代
Ｄ
Ｘ
工
場

／
倉
庫
」
▽
登
壇
者
�
滝
野

一
征
氏
（
Ｍ
ｕ
ｊ
ｉ
ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
兼
共
同
創
業
者
）

●
７
月
５
日
㈮

①
ロ
ボ
ッ
ト
と
Ａ
Ｉ
に
よ

る
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来
（
Ｗ

Ｒ
Ｓ
２
０
２
５
開
催
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

１０
時
〜
１２
時
３０
分
▽
主
催

�
愛
知
県

②
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ

’ｓ

Ｄ
ａ
ｙ

ｉ

ｎ
中
部（
愛
知
）」

１３
時
３０
分
〜
１６

時
３０
分
▽
主
催
�

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
協
会

※

申
し
込
み
は
同
協

会
の
特
設
サ
イ
ト

（https

�/
/

w
w
w
.
jarsia.

com
/S
I/188.

php

）
か
ら

●
７
月
６
日
㈯

特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
ロ
ボ
ッ

ト
で
こ
ん
な
こ
と
も
！
最
新

活
用
法
」

講
演
①
１０
時
３０
分
〜
１１
時

１５
分
▽
「
狭
小
ス
ペ
ー
ス
に

お
け
る
作
業
自
動
化
へ
の
挑

戦
」
▽
登
壇
者
�
ハ
テ
ム
・

ア
ブ
デ
ル
ハ
ミ
ー
ド
氏
（
ボ

ー
イ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
先
端
技

術
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
）

講
演
②
１１
時
３０
分
〜
１２
時

１５
分
▽
「
地
域
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

育
成
す
る
次
世
代
エ
ン
ジ
ニ

ア
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
▽
登

壇
者
�
川
節
拓
実
氏
（
次
世

代
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
支

援
機
構
代
表
理
事
）

【
開
催
場
所
】
会
場
内
Ｃ

ホ
ー
ル
「
主
催
者
ス
テ
ー

ジ
」
（
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

【
聴
講
料
金
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https

�

//robot-technology.
jp

）
セ
ミ
ナ
ー
ペ
ー
ジ
か
ら

受
け
付
け

【
定
員
】
各
セ
ミ
ナ
ー
と

も
３
０
０
人
（
先
着
順
）

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル
（
愛

知
県
高
浜
市
芳
川
町
１-

７-

１０
）
か
ら
は
、
非
接
触
式
ツ

ー
ル
プ
リ
セ
ッ
タ
・
Ａ
ｅ
ｇ

ｉ
ｓ‐

ⅰ
シ
リ
ー
ズ
「
Ｒ
ａ

ｐ
ｔ
ｏ
ｒ
型
」
の
フ
ル
オ
プ

シ
ョ
ン
仕
様

が
出
展
さ
れ

る
。
期

間

中
、
展
示
会

場
内
で
は
デ

モ
実
演
が
行

わ
れ
、
ツ
ー

ル
ホ
ル
ダ
の

刃
具
交
換
、

測
定
、
洗
浄

を
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
行
う

一
連
の
�
流

れ
�
が
披
露

さ
れ
る
。

切
削
加
工
に
お
け
る
生
産

性
や
品
質
の
向
上
に
は
〝
工

具
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
精
度
の

安
定
化
と
、
刃
先
摩
耗
の
管

理
〞
が
必
須
条
件
と
さ
れ
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
す
に
は
『
プ
リ
セ
ッ
ト

作
業
の
自
動
化
、
省
人
化
』

『
工
具
長
や
刃
先
画
像
、
ツ

ー
ル
セ
ッ
ト
な
ど
、
デ
ー
タ

の
管
理
と
活
用
』
が
鍵
と
な

る
。
今
回
、
同
社
か
ら
出
展

さ
れ
る
「
Ｒ
ａ
ｐ
ｔ
ｏ
ｒ
」

に
は
、
プ
リ
セ
ッ
ト
作
業
の

自
動
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
工

具
交
換
、
洗
浄
や
工
具
締
付

け
を
自
動
化
す
る
モ
ジ
ュ
ー

ル
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
工

具
交
換
の
一
連
業
務
が
自
動

化
で
き
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｄ
チ

ッ
プ
や
２
次
元
コ
ー
ド
に
よ

り
測
定
デ
ー
タ
や
刃
具
デ
ー

タ
の
管
理
が
可
能
と
な
り
、

ツ
ー
ル
管
理
や
刃
先
分
析
か

ら
の
製
品
品
質
改
善
に
も
活

用
で
き
る
と
い
う
。

こ
れ
か
ら
の
製
造
業
の
Ｄ

Ｘ
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ

て
く
れ
る
１
台
を
、
ぜ
ひ
、

同
社
の
ブ
ー
ス
で
体
感
し
て

ほ
し
い
。

【
名
称
】
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
２
４

（
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
、
略
称

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４
）

【
会
場
】
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｋ
ｙ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
愛
知

県
国
際
展
示
場
）

【
開
催
期
間
】
２
０
２
４

年
７
月
４
日
㈭
〜
６
日
㈯

【
開
催
時
間
】
１０
時
〜
１７

時
（
最
終
日
は
１６
時
ま
で
）

【
主
催
】
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
社

【
共
催
】
愛
知
県
機
械
工

具
商
業
協
同
組
合

【
入
場
料
金
】
１
人
１
０

０
０
円
／
団
体
１０
人
以
上
１

人
５
０
０
円
（
い
ず
れ
も
税

込
）

※
事
前
登
録
者
、
海

外
来
場
者
、
学
生
は
無
料
。

【
対
象
出
展
製
品
】
垂
直

多
関
節
・
水
平
多
関
節
・
パ

ラ
レ
ル
リ
ン
ク
・
直
交
・
協

働
な
ど
各
種
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ダ

ー
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
／
Ａ
Ｍ
Ｒ
、
自

動
倉
庫
、
ソ
ー
タ
ー
、
マ
テ

ハ
ン
装
置
・
機
器
、
ピ
ッ
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
そ
の
他
物

流
機
器
、
各
種
ハ
ン
ド
、
ロ

ボ
ッ
ト
構
成
部
品
、
周
辺
機

器
、
各
種
セ
ン
サ
ー
・
制
御

機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
装
置
お
よ

び
シ
ス
テ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
搭

載
機
械
・
装
置
、
自
動
化
技

術
提
案
な
ど

※
サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
は
対
象
外
。

■
会
場
速
報
に
つ
い
て

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４
公
式
メ

デ
ィ
ア
「
ロ
ボ
ッ
ト
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
」
上
に
、
特
設
ペ
ー

ジ
「
会
場
速
報
」
を
設
け
、

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４
の
見
ど
こ

ろ
な
ど
を
い
ち
早
く
発
信
。

各
社
の
新
製
品
の
紹
介
や
最

新
技
術
な
ど
の
展
示
だ
け
で

は
な
く
、
来
場
者
の
関
心
を

集
め
る
実
演
の
様
子
や
出
展

者
の
意
気
込
み
な
ど
展
示
会

の
雰
囲
気
、
会
場
内
の
混
雑

状
況
な
ど
の
情
報
が
随
時
掲

載
さ
れ
る
。
７
月
１
日
㈪
公

開
予
定
。

日
東
工
器
（
東
京
都
大
田

区
仲
池
上
２
�
９
�
４
）

は
、
吸
着
搬
送
の
省
エ
ネ
化

を
実
現
す
る
、
電
動
吸
着
ハ

ン
ド
「
ｅ‐

Ｖ
Ｅ
Ｅ
（
イ
ー

ヴ
ィ
ー
）
」
を
出
展
す
る
。

同
製
品
は
、
吸
着
搬
送
に

役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
用
エ
ン
ド

エ
フ
ェ
ク
タ
。
真
空
ポ
ン
プ

を
内
蔵
し
、
エ
ジ
ェ
ク
タ
か

ら
真
空
ポ
ン

プ
へ
の
切
り

替
え
に
よ
り

電
力
消
費
を

抑
え
る
こ
と

が
で
き
る

（
電
力
削
減

率
最
大
７７

％
）
。

圧
縮
空
気

の
供
給
が
必
要
な
く
、
ホ
ー

ス
の
取
り
回
し
も
不
要
で
接

続
が
簡
単
。
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

の
吐
出
圧
力
・
流
量
を
抑
制

す
る
こ
と
で
、
電
力
削
減
に

貢
献
す
る
。

操
作
は
２
つ
の
動
作
モ
ー

ド
か
ら
選
択
で
き
、
専
門
的

な
ス
キ
ル
が
な
く
て
も
簡
単

に
使
用
で
き
る
。
ま
た
、
静

音
（
エ
ア
吐
出
音
な
し
）

で
、
外
部
エ
ア
の
流
入
が
な

い
た
め
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
・
併
催
イ
ベ
ン
ト

前回展のセミナーの様子

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４
開
催
概
要

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

出
展
製
品
・
見
ど
こ
ろ

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

出
展
製
品
・
見
ど
こ
ろ

プ
リ
セ
ッ
ト
作
業
自
動
化

切
削
加
工
品
質
改
善
も
期
待

ロ
ボ
ッ
ト
用
エ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
タ

電
動
吸
着
ハン
ド「
ｅ‐
Ｖ
Ｅ
Ｅ
」

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル
小
間
番
号
Ｃ
２９

日
東
工
器
小
間
番
号
Ｃ
３４

非接触式ツールプリセッタAegis-i シリーズ Raptor 型

電動吸着ハンド「e‐VEE」
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ダ
イ
ド
ー
（
名
古
屋
市
中

村
区
名
駅
南
４
�
１２
�
１９
）

は
、
『
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
×

ロ
ボ
ッ
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル
』
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
。

同
社
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
単
体

か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ま

で
の
構
想
・
導
入
支
援
に
関

す
る
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
確
立
し
て
お
り
、
名
古

屋
駅
前
を
は
じ
め
と
す
る
国

内
３
カ
所
（
他
、
東
京
、
愛

知
県
三
河
）
で
稼
働
す
る

「
ロ
ボ
ッ
ト
館
」
で
実
績
を

積
み
上
げ
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
の
国
内
最
大

級
の
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
を
背
景

に
次
の
具
体
的
な
提
案
を
行

う
。■

自
走
台
車
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｉ

Ｂ
Ｏ
Ｔ

Ｐ
２
０
０
」
に
搭

載
さ
れ
た
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｐ
ｒ

ｏ
」
が
、
ブ
ー
ス
内
を
自
由

に
動
き
回
り
コ
ン
テ
ナ
を
移

載
・
搬
送
す
る
な
ど
、
工
程

間
搬
送
の
自
動
化
を
展
示
。

■
「
Ｍ
ｅ
ｃ
ｈ‐

Ｍ
ｉ
ｎ

ｄ

Ｌ
Ｎ
Ｘ
８
３
０
０
」
に

よ
る
、
黒
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
表

面
上
の
文
字
を
高
速
・
高
精

度
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
測
定
す

る
展
示
。

■
６
軸
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
８
」
が

倉
敷
紡
績
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
」
に
て
「
揺
れ
る
」

「
柔
ら
か
い
」
「
線
状
物
」

で
あ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
ケ
ー
ブ

ル
を
検
出
し
、
ア
ン
プ
に
挿

入
す
る
展
示
。

■
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ

Ｃ
Ｒ

Ｘ‐

１０
ｉ
Ａ
」
が
オ
ー
ト
ツ

ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
「
Ｓ
Ｃ

Ｈ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｚ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ

Ｈ
」
に
よ
っ
て
ツ
ー
ル
を
使

い
分
け
、
缶
詰
と
ト
レ
ー
を

搬
送
す
る
展
示
。
手
動
・
自

動
両
方
に
対
応
し
た
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
で
の
ツ
ー
ル
チ
ェ
ン

ジ
を
提
案
。

■
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ

Ｃ
Ｒ

Ｘ‐

５
ｉ
Ａ
」
が
バ
ラ
バ
ラ

に
積
ま
れ
た
コ
イ
ン
を
「
Ｍ

ｅ
ｃ
ｈ‐

Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ

Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｏ
」
で
検
出
し
、
種
類
別

に
整
列
す
る
展
示
。

■
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ

Ｃ
Ｒ

Ｘ‐

２０
ｉ
Ａ
／
Ｌ
」+

「
セ
ザ
キ

高
速
連
続
ね
じ

締
め
機
」
の
展
示
。
高
速
連

続
ね
じ
締
め
に
よ
り
タ
ク
ト

を
短
縮
し
、
３
６
０
度
あ
ら

ゆ
る
方
向
か
ら
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
で
の
ね
じ
締
め
を
実
現
。

■
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｃ

Ｃ
Ｒ

Ｘ‐

１０
ｉ
Ａ
／
Ｌ
」
を
「
Ｎ

Ｉ
Ｃ

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
専
用

架
台
」に
搭
載
し
、ダ
イ
レ
ク

ト
テ
ィ
ー
チ
の
体
験
展
示
。

井
高（
名
古
屋
市
中
区
上

前
津
１
�
６
�
３
）は
、『
ワ

ク
ワ
ク
す
る
、モ
ノ
づ
く
り

へ

〜
Ｔ
Ｓ
Ｕ
・
Ｎ
Ａ
・
Ｇ

Ｕ
〜
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
、

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
）
な
ど
の

展
示
を
通
し
て
、
同
社
の
新

し
い
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活

用
に
よ
り
対
象
と
な
る
作
業

領
域
の
拡
大
や
導
入
の
ハ
ー

ド
ル
軽
減
が
見
込
ま
れ
る
、

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
を
２
社
が
出

展
。Ｎ

ｅ
ｕ
ｒ
ａ

Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ

ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
社
（
ド
イ
ツ
）
が

出
展
す
る
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｍ
Ａ
ｉ
Ｒ
Ａ
」
は
、
Ａ

Ｉ
、
３
Ｄ
カ
メ
ラ
を
搭
載

し
、
環
境
を
見
る
・
聞
く
・

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｆ
ｏ
ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ

Ⅹ
社

（
中
国
）
は
、
柔
軟
性
、
安

全
性
お
よ
び
フ
ル
プ
ロ
セ
ス

サ
ー
ビ
ス
の
利
点
か
ら
工
場

内
の
自
動
化
・
省
人
化
に
適

し
た
、
第
４
世
代
自
立
搬
送

型
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）

「
Ｌ
ｙ
ｎ
ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
を

出
展
す
る
。

ま
た
、
川

崎
重
工
業

は
、
航
空
宇

宙
シ
ス
テ
ム

カ
ン
パ
ニ
ー

の
ロ
ボ
ッ
ト

応
用
技
術
を

用
い
た
、
８

軸
多
関
節
ロ

ボ
ッ
ト
を
紹

介
。Ｆ

ｉ
ｎ
ｇ

ｅ
ｒ

Ｖ
ｉ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
社

か
ら
、
高
機

能
（
高
解
像

度
・
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
）

な
新
し
い
視
触
覚
セ
ン
サ
を

展
示
す
る
。

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

出
展
製
品
・
見
ど
こ
ろ

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

出
展
製
品
・
見
ど
こ
ろ

『
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ・Ａ
Ⅰ
×
ロ
ボ
ッ
ト

モ
ジ
ュー
ル
』を
テ
ー
マ
に
展
示

ダ
イ
ド
ー
小
間
番
号
Ｄ
４０YOUIBOT P 200+CO

BOTTA Pro

工
場
内
の
自
動
化
に
対
応
す
る

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
展
示

井

高
小
間
番
号
Ｅ
０１

AI、３Dカメラ搭載の協働ロボット
（Neura Robotics 社）

（６）令和６年６月１６日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８９０号



二
村
機
器
（
名
古
屋
市
中

村
区
岩
塚
町
九
反
所
５５
）
の

ブ
ー
ス
で
は
、
研
磨
加
工
に

お
い
て
ケ
レ
ー
不
要
の
ロ
ボ

ッ
ト
で
ワ
ー
ク
脱
着
可
能
な

主
軸
側
セ
ン
タ
ー
が
参
考
出

品
さ
れ
る
が
、
こ
の
技
術
に

よ
り
研
磨
加
工
に
お
い
て
自

動
化
が
さ
ら
に
進
化
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
自
動
化
に
最
適

な
セ
ン
タ
ー
も
多
数
出
展
さ

れ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

よ
う
。

【
ロ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｃ
Ｆ
型
】
防
浸
対
策
に
は

独
自
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
機
構

（
非
接
触
）
を
採
用
。
摩

耗
、
摩
擦
、
動
力
損
失
が
な

く
、
ま
た
本
機
の
温
度
上
昇

も
少
な
く
、
精

度
、
寿
命
時
間

の
信
頼
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

【
ワ
ー
ク
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
Ｂ
Ｄ

型
】
爪
に
加
わ

る
推
力
を
球
面

座
で
受
け
る
機

構
と
す
る
こ
と

で
加
工
時
に
安

定
し
た
長
手
方

向
の
寸
法
を
確

保
。
フ
ラ
ッ
ト

支
持
に
よ
り
爪

作
動
部
の
耐
摩
耗
性
、
駆
動

力
が
向
上
し
て
い
る
。

【
ロ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｒ
型
】
切
削
中
に
発
生
す

る
加
工
熱
に
よ
る
工
作
物
の

伸
び
を
、
セ
ン
タ
ー
に
内
蔵

さ
れ
て
い
る
皿
バ
ネ
に
よ
り

吸
収
。
工
作
物
の
ひ
ず
み
が

無
く
、
仕
上
げ
精
度
が
格
段

に
向
上
す
る
。

【
傘
型
回
転
セ
ン
タ
ー
Ｂ

Ｒ
Ｆ
型
】
主
に
、
パ
イ
プ

状
、
リ
ン
グ
状
、
薄
物
の
加

工
物
の
セ
ン
タ
ー
押
し
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
抜
き

ナ
ッ
ト
付
心
押
台
か
ら
の
取

外
し
に
対
応
。
オ
プ
シ
ョ
ン

で
抜
き
ナ
ッ
ト
の
装
着
が
可

能
。こ

の
機
会
に
是
非
、
ワ

シ
印
『
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｓ
』
で
お
馴
染
み
の
二

村
機
器
ブ
ー
ス
へ
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
（
名
古
屋

市
守
山
区
花
咲
台
２
�
９
０

１
�
１
）
は
、
ヘ
リ
カ
ル
穴

加
工
用
エ
ン
ド
ミ
ル
「
ド
リ

ミ
ル
」
を
は
じ
め
、
機
能
を

絞
り
込
ん
だ
切
削
工
具
を
発

表
す
る
。

「
ド
リ
ミ
ル
」
は
、
特
徴

的
な
底
刃
形
状
の
ヘ
リ
カ
ル

穴
加
工
用
エ
ン
ド
ミ
ル
。
中

底
角
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で

一
般
的
な
エ
ン
ド
ミ
ル
と
比

べ
て
、
ス
ラ
ス
ト
力
を
は
じ

め
、
切
削
抵
抗
の
大
幅
な
低

減
を
実
現
し
た
。
セ
ン
タ
ー

オ
イ
ル
ホ
ー
ル
付
き
で
、
切

削
中
に
切
り
く
ず
を
排
出
で

き
、
ド
リ
ル

の
加
工
速
度

に
匹
敵
す
る

超
高
速
加
工

が
可
能
。
ラ

ン
ピ
ン
グ
角

最
大
１５
度
ま

で
対
応
す

る
。
穴
加
工

の
ほ
か
、
平

面
加
工
、
溝

加
工
、
側
面

加
工
に
も
対

応
す
る
。

Ｎ
ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
東
京
都
台

東
区
東
上
野
５
�
１
�
５
）

は
、
今
回
の
出
展
テ
ー
マ
を

『
高
速
検
査
と
協
働
ロ
ボ
の

安
価
な
シ
ス
テ
ム
提
案
を
』

と
し
、
３
種
の
独
自
シ
ス
テ

ム
で
出
展
す
る
。

ま
ず
１
つ
目
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
分
野

で
初
の
Ｃ
Ｒ
認
証
を
取
得
し

た
安
価
な
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

Ｆ
Ｒ

５
（
中
国
製
）
」
を
出
展
。

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
は
、
自
社

開
発
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
柔
軟

性
、
安
全
性
、
操
作
の
容
易

さ
な
ど
、
優
れ
た
精
度
と
安

定
性
を
備
え
て
い
る
。
会
場

で
は
、
超
音
波
洗
浄
機
で
洗

浄
後
の
ワ
ー
ク
を
エ
ア
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
タ
ー
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
持
っ
て
行
き
、
自
動
計

測
。
Ｏ
Ｋ
／
Ｎ
Ｇ
を
出
し
払

い
出
し
、
と
シ
ン
プ
ル
且
つ

安
価
で
実
用
性
が
高
い
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
。

２
つ
目
は
テ
ク
ノ
ホ
ラ
イ

ゾ
ン
製
の
デ
ジ
タ
ル
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
「
Ｅ
Ｌ
Ｍ
Ｏ

Ｂ

ｏ
ａ
ｒ
ｄ
」
を
用
い
た
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
コ
ラ
ボ
し

た
Ｄ
Ｘ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
。
進
化
し
た
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
が
、
﹇
映
す
﹈

﹇
書
く
﹈
﹇
保
存
﹈
﹇
共
有

す
る
﹈
を
デ
ジ
タ
ル
化
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
且
つ
シ
ン
プ
ル

で
使
い
や
す
く
あ
ら
ゆ
る
シ

ー
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
性
化
す
る
。

３
つ
目
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｎ
社
製

の
手
首
関
節
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
ｉ‐

Ｗ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ⓡ

」
の

先
端
に
カ
メ
ラ
・
照
明
を
搭

載
し
、
デ
モ
ワ
ー
ク
と
し
て

ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
部
品

を
用
い
た
画
像
検
査
の
高
速

化
及
び
自
動
化
で
あ
る
。

「
ｉ‐

Ｗ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ⓡ

」

は
、
高
速
の
位
置
決
め
が
可

能
で
、
自
由
自
在
な
動
き
を

実
現
。
高
速
性
、
操
作
性
、

省
ス
ペ
ー
ス
等
、
様
々
な
特

長
を
持
ち
、
生
産
現
場
の
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
シ
ス
テ

ム
を
展
示
す
る
。

『
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
』で

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
カ
タ
チ
に
！

二
村
機
器
小
間
番
号
Ｅ
６５

高
速
検
査
と
協
働
ロ
ボ
の

安
価
な
シ
ス
テ
ム
を
提
案

Ｎ
ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
小
間
番
号
Ｅ
０６協働ロボット「FAIRINO」を

用いた自動測定システム

ヘ
リ
カ
ル
穴
加
工
用
エン
ド
ミ
ル

「
ド
リ
ミ
ル
」な
ど
を
出
展

ヘリカル穴加工用エンドミル「ドリミル」

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
小
間
番
号
Ｅ
４９

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

出
展
製
品
・
見
ど
こ
ろ

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

出
展
製
品
・
見
ど
こ
ろ
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Ｎ
ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
社
長
�
坂

井
俊
司
氏
、
本
社
�
東
京
都

台
東
区
）
は
、
４
月
２６
日
午

前
１０
時
３０
分
よ
り
本
社
会
議

室
に
て
２
０
２
４
年
２
月
期

（
第
７３
期
）
決
算
概
要
及
び

近
況
に
関
す
る
記
者
会
見
を

開
い
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
方
式

に
よ
る
参
加
も
併
用
さ
れ

た
。同

社
の
連
結
決
算
は
、
主

力
取
扱
商
品
で
あ
る
切
削
工

具
が
中
国
経
済
の
景
気
減
速

や
自
動
車
関
連
ユ
ー
ザ
ー
で

の
在
庫
調
整
の
影
響
な
ど
を

受
け
前
年
割
れ
で
推
移
し
た

こ
と
に
よ
り
、
売
上
高
は
４

４
０
億
６４
百
万
円
（
前
期
比

０
・
９
％
減
）
。
利
益
面
で

は
、
売
上
高
減
少
に
加
え
、

物
流
セ
ン
タ
ー
等
の
移
転
に

伴
う
費
用
の
増
加
に
よ
り
、

営
業
利
益
が
５
億
５
百
万
円

（
同
４３
・
０
％
減
）
、
経
常

利
益
が
５
億
５２
百
万
円
（
同

４０
・
７
％
減
）
、
当
期
純
利

益
は
３
億
４５
百
万
円
（
同
５２

・
８
％
減
）
と
な
っ
た
。

坂
井
社
長
は
「
思
っ
た
よ

う
に
数
字
が
伸
び
ず
、
２
月

７
日
に
業
績
予
想
を
修
正
し

た
。
結
果
と
し
て
、
純
利
益

以
外
は
何
と
か
予
想
を
上
回

っ
た
。
移
転
費
用
は
当
初
か

ら
想
定
し
て
い
た
が
、
売
上

で
そ
れ
を
補
填
で
き
な
か
っ

た
」
と
述
べ
た
。

物
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
業
容
拡
大
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

策
及
び
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
２

０
２
３
年
３
月
に
中
部
物
流

セ
ン
タ
ー
を
愛
知
県
名
古
屋

市
瑞
穂
区
か
ら
中
川
区
に
移

転
し
、
８
月
に
東
日
本
物
流

セ
ン
タ
ー
を
東
京
都
北
区
か

ら
群
馬
県
太
田
市
に
移
転
し

た
。
さ
ら
に
１１
月
に
本
社

（
管
理
部
門
）
を
東
京
都
台

東
区
に
、
２
０
２
４
年
１
月

に
は
本
社
（
営
業
部
門
）
を

東
京
都
荒
川
区
へ
移
転
し

た
。取

扱
商
品
分
類
別
の
売
上

高
は
、
主
力
の
切
削
工
具
が

前
期
比
２
・
７
％
減
と
な
っ

た
も
の
の
、
計
測
は
同
２
・

６
％
増
、
産
業
機
器
・
工
作

機
械
等
は
同
０
・
５
％
増
と

な
り
「
新
設
し
た
営
業
推
進

部
（
設
備
・
機
器
等
の
販
売

統
括
部
門
）
の
関
係
は
効
果

が
出
た
と
感
じ
て
い
る
」
と

坂
井
社
長
は
振
り
返
っ
た
。

２
０
２
５
年
２
月
期
（
第

７４
期
）
は
、
売
上
高
４
７
５

億
円
（
前
期
比
７
・
８
％

増
）
、
営
業
利
益
９
億
円

（
同
７８
・
１
％
増
）
、
経
常

利
益
９
億
５０
百
万
円
（
同
７１

・
８
％
増
）
、
当
期
純
利
益

６
億
３０
百
万
円
（
同
８２
・
４

％
増
）
を
見
込
む
。

三
葉
利
工
具
（
社
長
�
世

古
雅
人
氏
、
本
社
�
名
古
屋

市
中
区
）
は
６
月
２１
日
㈮
〜

２２
日
㈯
の
２
日
間
、
「
２
０

２
４
中
部
プ
ロ
工
具
フ
ェ
ス

タ
」
を
名
古
屋
市
熱
田
区
の

名
古
屋
国
際
会
議
場
１
階
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
す

る
。「

技
術
と
道
具
で
、
最
高

が
生
ま
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
、
プ
ロ
集
団
に
よ
る
プ

ロ
の
た
め
の
プ
ロ
工
具
展
示

即
売
会
で
、
利
器
・
土
木
・

建
設
分
野
の
各
種
工
具
メ
ー

カ
ー
を
中
心
に
約
８０
社
が
出

展
。
同
社
は
今
年
創
業
６５
周

年
を
迎
え
「
触
れ
て
体
感
プ

ロ
工
具

６５
年
の
感
謝
を
込

め
た
２
日
間
」
と
銘
打
っ

て
、
出
展
各
社
の
特
選
品
を

は
じ
め
、
工
具
以
外
の
一
般

商
品
や
季
節
商
品
な
ど
も
特

別
価
格
で
用
意
さ
れ
る
。

お
楽
し
み
企
画
と
し
て
、

来
場
特
典
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

商
品
、
中
古
機
販
売
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ゴ

ル
フ
試
打
コ
ー
ナ
ー
、
屋
台

コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
で
来
場
者
を
迎
え
る
。

２１
日
㈮
は
午
後
４
時
〜
同

８
時
、
２２
日
㈯
は
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
の
開
催
予
定
。

売
上
減
、移
転
費
用
計
上
に
よ
り

２０２４
年
２
月
期
は
減
収
減
益

Ｎ
ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
今
期
は
増
収
増
益
を
見
込
む

坂
井
社
長

三葉利工具

６５
年
の
感
謝
を
込
め
た
２
日
間

「
２０２４
中
部
プ
ロ
工
具
フ
ェ
ス
タ
」

（８）令和６年６月１６日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８９０号
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SuZhou ZONGWEI
Technology

C51

E67

フレアオリジナル
　＊日立重機設計

TECHNO REACH

豊電子工業

ソリッドワークス
・ジャパン

E05
E0７

（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可） 第２８９０号令和６年６月１６日 （４）（５） （第１・２・３日曜日発行）

製
造
業
か
ら
物
流
、
食
品
、
包
装
ま
で
、

自
動
化
の
未
来
が
見
つ
か
る

小間番号
ア

Ｄ０２
Ｃ２５
Ｃ６８
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Ｅ１２
Ｃ３０
Ｃ７０
Ｃ７１
Ｃ５７
Ｅ１０
Ｄ５４
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カ
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アフレル
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アルマーク
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キャプテンインダストリーズ
京セラ
共立精機
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倉茂電工
泉州電業
グリーンプラス
こうら
コスメック
小原歯車工業
小森安全機研究所
近藤製作所
コンバム

ＳＡＷＡ
三桜工業
三機
三共製作所

小間番号
Ｄ７０
Ｅ２４
Ｄ５１
Ｅ２５
Ｅ１５
Ｃ３３
Ｃ６０
Ｃ４８
Ｄ２３
Ｄ１２
Ｄ１０
Ｄ２０
Ｄ１９
Ｅ７４
Ｄ６６
Ｃ５１
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Ｅ５２

Ｅ０７
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Ｄ３１
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Ｄ５３
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Ｅ５１
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Ｄ０９

Ｃ１９
Ｅ３２
Ｅ７２
Ｄ４６
Ｅ７５
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Ｄ５８
Ｃ４５
Ｄ６０
Ｄ２５
Ｃ５３
Ｄ４８
Ｅ３６
Ｅ６２
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Ｄ４１
Ｃ０１
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Ｃ５９
Ｄ２４
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Ｃ１８
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トーチョーマーキングシステムズ
トライエンジニアリング
Troax セーフティシステムズ
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長堀工業
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ＦＮＳ
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小間番号
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Ｃ０８
Ｄ１８
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Ｅ６８
Ｅ４３
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Ｃ３４
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Ｅ５３
Ｅ４４
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Ｄ１７
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Ｃ４０
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Ｃ１２

マ
Ｄ５２
Ｃ３８
Ｃ１７
Ｅ４６
Ｃ１５
Ｅ２６
Ｄ３７
Ｅ６６
Ｄ３９
Ｅ０２
Ｅ２０
Ｅ６４
Ｃ７３
Ｅ３３
Ｃ０３

Ｅ２７

Ｅ３０
Ｃ１４

ヤ
Ｃ３２
Ｄ２２
Ｅ５８
Ｃ６９
Ｄ０１
Ｅ１７
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Ｅ０５
Ｃ１３
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Ｅ７８
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Ｅ６１
Ｅ７６
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Mujin
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